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要　約

　生 活情報化の 進展 は，移 動電話契約数 の 増加，IT機器 の 世帯普及率 の h昇，イ ン タ ー
ネ ッ ト

の 人 口普及率の 上昇，ブロ
ー ドバ ン ドの 契約数の増加 な ど様々な面に現れ て い る。しか しなが

ら，これ ら契約数や普及率の 上昇は，個 々 の 側面に お ける情報化の 進展状況 を示 して い るもの

で あ り，生 活側か ら情報化の 進展度合 い を総体 と して表 して は い な い
、 なぜ な ら ， 生 活の 中の

情報は
， 携帯電話に代表され る通信 メデ ィ ァ に よっ て だ けで は な く，郵便，放送，印刷をは じ

め とす る多様なメ デ ィ ァ （媒体） に よ っ て も媒介 され て お り，
こ れ らの メデ ィ ア が生 活の 情報

化を構成 して い るか らで ある 。 本稿 は，様々 な メ デ ィ ァ か ら構成さ れ て い る 生活情報化の 進展

度合 い を家計消費支 出 の側面か ら把握する こ とを試 み て い る。

　情報メディ ア に対する家計支出を通信 ・放送 ・郵便 ・手書き ・記録 ・PC （情報機器） ・印刷

の 7 種 に分 け，さ らにオ ン ライ ン ／オ フ ラ イ ン とパ ーソ ナ ル／マ ス か ら成 るマ トリクス を用 い て

分析 して い る。その 結果， 1995年以降の生活の 情報化 は，オ ン ライ ン とパ ー
ソ ナ ル に傾斜 して

お り， そ の 主要因 は通信にあ る こ とが家計消費支出に よっ て裏付 けられた。また
， 生活に お け

る情報 攴出は， 1995年を境 に選択的支出に転化 して い る もの の ， 高所 得層の世帯 にお い て は基

礎的支出の 位 置付 け に あ る こ とが明 らか に な っ た。
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Abstract

 The  progress of  infbrmatization in life appears  in various  respects  such  as an  increase

in number  of  mobile  telephone contracts,  rise of  home  difftisien of  IT equipment,  rise of

population  diffusion of  the Internet, and  an  increase in number  of  contracts  of

broadband. However  these an  increase in number  of contracts  and  rise  of  diffusjon shows

the status of  progress of  informatization on  paticular side,  but does not  show  from  Ijfe as

the whole.  Information in life is mediated  by not  only  communication  media  , for

example,  cellular  phonemedia but also  various  media  including mail,  broadcasting, and

print, Therefore these media  compose  informatization of daily life. This paper tries to

understand  progress degree of  informatization composed  of  various  media  from the side

of  the  household economy  expense.

  Tbe household economy  expense  to information media  is divided into seven  kinds of

media  of  the  communication,  broadcasting, mail,  longhand, the record,  PC  (Information
Instruments). and  the  print. A]so it is analyzed  by the matrix  that consists  of  online/off-

line and  personallmass.

  As a  result,  informatization of  daily life after  1995  inclines the online  personal and  the

key lactor is in the communjcation.  It is proven by  the  household  economy  expense.

Information cost  in daily life changed  to selective  expense  on  the boundary of  1995, but it

changes  still in ten  years like basic expense  in high income  group.
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一
情報支出か ら見た 生活情報化 の メ ディ ア特性

1．は じめ に

　 生 活 を 取 り巻 く情 報 環 境 は ， 1995 年 の

Windows95 の 発売 ，
　 PHS の 発売， イ ン ターネ ッ

トブーム を 契機 と し て 急速 に 進 展 して い る 。

Windows95 の 発売 はパ ソ コ ン の 世帯普及 率を押

し上 げ，PHS の発売は携帯電話の爆発的な普及の

きっ か けとなっ た。また，イ ン タ
ー

ネ ッ トは世帯

の ネ ッ トワ ーク加入 とア クセ ス 回線の ブ ロ
ー ドバ

ン ド化を促進して い る 。 こ の ような情報環境の進

展 は，結果 として 社会 に流通する情報量 を急激に

増加 させ て い る ω
。

　金融 製造 ， 流通 ， 運輸 ， 通信な どを始め とす

る社会の 各分野で の情報化の 進展 は
， 消費者に 対

す る営業形態や商品 ・サ ービ ス の提供形態 を変え

て い る。経済活動にお い て ，消費者 まで 巻 き込む

BtoC を可能 に して い るの は，情報機器や イ ン タ

ー
ネ ッ トの 普及 で 世帯側の 情報化 へ の対応 が進

み ， 生活に お ける情報の 活用 が よ り活発 に な っ て

い る か らで ある。また，教育，公共分野 に お い て

も，情報提供，予約 ・申請手続き等 にお い て ， イ

ン タ
ー

ネ ッ トの 活用 に よ り利用者の 利便性の 向 E

が図 られ て い る。

　IT戦略本部 は2001 年に e−Japan戦略を決定 し，

高速お よび超高速イ ン ターネ ッ ト網 の 整備 を推 し

進 め て き た 〔2 ）

。 そ の 結果，2005 年 3 月時点 で の

世帯イ ン タ
ー

ネ ッ ト普及率 は87 ．0％ に 達 し，ま

た イ ン ターネ ッ トの 人口 普及率は 66．8％ に達 し

て い る （総務省，2006）。e　−j　ap 　an 　Mk略が 目指 し

た 「すべ て の 国民が 情報通信技術 （IT）を積極的

に活用 し， そ の 恩恵 を最大 限に享受で き る 知識創

発型社会」 は ，世帯側 の 情報イ ン フ ラ の整備に よ

り，実現に 向か い つ つ ある 。

　
一

方 で 生 活情報化 は，大量 の 情報流通の 中で ，

一
般利用者を発信者 にも受信者に もして い る。情

報化の 効用で ある低い コ ス トで 広範囲に情報を発

信す る こ とがで き る特徴や ， 多方面か ら情報を収

集で きる特徴，また大量に 蓄積 しOS集　・加
一
Llがで

き る特徴は
， 私生活で の ボラ ン テ ィ ア ， 趣 味 ， 娯

楽 ， 創作な どの 活動力 をよ り高め る可能性 を持 っ

て い る。 しか し，こ れ らの 特微 は，
一
般 利用者を

犯罪の 被害者 の みな らず加害者に もす る危険性を

高め る結果 となっ て い る。すなわち， ネ ッ ト上で

の 人権侵害 （誹謗中傷，侮辱，名誉毀損），権利

侵害 （人権 ， 著作権 　肖像権 ，
パ ブ リシ テ ィ権），

詐欺 （架空請求，オ
ー

ク シ ョ ン 詐欺，ワ ン ク リ ッ

ク詐欺 ，フ ィ ッ シ ン グ詐欺）， 有 害違法サ イ ト

（児童 ポル ノ，暴力残虐，麻薬毒物，犯罪助長），

不正 ア クセ ス などは
， 生活情報化の進展が もた ら

した弊害で ある と言え る 。

　情報化 とい う社会環境の変化に伴 っ て ， 生活を

衣食住だ けで は 論じられ な くな っ て い る との 認識

は
，

生 活 の 情報化や家庭の 情報化 とい う言葉が各

種 白書 に 登場 し始め る 1990 年前後 に 生 まれ て い

る。植村 （1989 ）は ベ ル （1967 ）の 「物質，エ

ネル ギー，情報 」 の 枠組み を用 い て ，建物や家具

電気製晶な どの 物質か ら生活を見 る こ と，ガ ス や

電気な どの エ ネル ギー消費か ら生活 を見 る こ とに

加 えて
， 情報 を選 択 し表現 し行動 を起 こ す もの と

して 情報の 影響を考慮する重 要［生が増 して い る と

指摘 して い る。そ して ， 社会 レ ベ ル で の把握が 中

心 で あっ た偕報化の 定量化か ら，生活 ・家庭 に視

点 を置い た情報化の 定量表現の 試み が 行われ て い

る。

　社会の 情報化 を検討する に は，社会 の 構成員で

ある消費者側の 生活環境 も考慮す る必 要が あ り，
一

方，生 活を検討す る に は，活動に大 きな影響を

与 えて い る情報化 も考慮す る必要が ある 。 双方の

接点に 生活情報化が重要な事象 として 存在 して お

り，
そ の 進展度合 い を定量的に把握 しよ うとす る

指標 は，検討に 有用 な材料を提供す る で あろ う。

　生活情報化の 進展 は，移動電話契約数 の 増加 ，

IT機器の 世帯普及率の 上昇，イ ン タ
ー

ネ ッ トの 人

口 普及率の 上昇，ブ ロ
ー ドバ ン ドの 契約数の 増加

など様 々 な数字 として 現れ て い る。 しか しなが ら，

こ れ らの 契約数や普及率の上昇は，個 々 の側面に

お け る情報化の 進展状況 を示 して い る もの で あ

り，生活側か ら情報化の 進展度合 い を総体 として
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表 して は い な い
。 なぜ な ら ， 生活の 中の 情報は ，

携帯電話に代表され る通信 メディ ア に よ っ てだけ

で はな く，郵便，放送，印刷を は じめ とす る多様

なメ ディ ア （媒体）に よ っ て も媒介 さ れ て お り，

これ らの メ デ ィ ア が 生活の 情報化 を構成 して い る

か らで ある。

　本稿 は，様 々 なメ ディ ア か ら構成 され て い る生

漕盾報化の進展度合 い を家計消費支出の側面か ら

把握す る こ とを試み て い る。情報 に 関わ るメ ディ

ア を使用 ・維持する際には費用が発生 し， それ ら

はメデ ィ アが異なっ て い た として も金額 とい う共

通の 尺度で計量され る。 そ して ，
コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ

ョ ン
， 情報 の 入手 ， 編集 ・加工

， 作成 ， 発信な ど

情報に関わ る活動が活発化す る に連れ て ，通話料 ，

購読料 ， 商品 の 購入代金 ， サ
ービス の 使用料，消

耗品 の 購入代金 な ど，それ らの 活動に要す る支出

が 増 えて ゆ く。生活 に おける情報の 役割が 増大 し，

情報の 価値や重要性が高 まれ ば，情報はますます

活用 され る よ うに な り，その結果，情報 に関する

支出額 も増加す る と考え られ る。従 っ て ， 家計支

出を生活情報化の進展度合 い を知 る指標 として 用

い る こ とが 可能 と考 えられ る。

　生 活情報化の進展度合 い を定量的に 把握 し ， メ

デ ィ ア特性 を分析す る本研究の成果は ，生活情報

化の 特徴を理 解す る こ とに有用な材料 を提供する

で あろ う。

2．家計か ら生活情報化を計量する 試み

　生 活に視点 を置い た情報化の 定量表現に つ い て

は ，抽象的に は梅棹 （1963 ）が提唱 した情報係

数が最初で あ ろう。梅棹 （1989）はまた，
『
情報

の家政学』 で ，家計の全支出に 対す る情報支出の

割合 を測定すれ ば情報化の 度合 い が わか ると しな

が ら，情報支 出の決 め方の難 しさを指摘 して い る。

　林雄二 郎 （1969 ）は生活の 情報化を把握する

必要性 を訴 えて ，情報系数 を提案 して い る も の の ，

具体 的な計量が 実施 さ れ る の は 1980 年代 に入 っ

て か らで あ る 。 そ して ，村澤 忠司 （1987 ）は情

報通信支出 と情報支援財支 出 との 合計 を情報関

連支出 とし， 家計消費支出総額に 占め る割合を家

庭情報係数 と定義 して ， 実際に算出を行 っ て い る。

こ れ らの 生 活情報化 に 関する初期の 研究で は
， 多

種多様な情報関連の 支出項 目を総合 して 情報化 の

度合 い を総括的に捕 えようとして い る こ とが特徴

で あ る。

　その後，家計消費支出に 占め る情報関連支出の

割合 を算 出する とい う手法 は ，

『国民生活 白書』

（旧経済企画庁）や 『通信 白書』 （旧郵政省）で も

採用 され，生 活情報化 の定量把握の 方法 として 定

着して い る。 しか しな が ら ， 家計 に存在す る多種

多様な支出項 目の 巾か ら情報関連 支出項目を抽出

す る方法 ， そ して抽出 された支出項 目を分類する

方法に っ い て は，未だ に定 ま っ た フ レーム は な く，

様々な試みが なされて い るの が 実情で ある 。 先行

研究 を調査 した 久木元 （2002）は， こ の よ うな

状況に 対 して ， 情報関連支出の 内容が 多様で ある

こ と，また広す ぎる概念化 は 凵常的な感覚か ら離

れて い る こ とを指摘 して い る。

　情報関連支出項目の 抽出方法 ， お よび抽出した

項目の 分類方法は，情報化の どの よ うな側面を分

析す るの か とい う視点に 依拠 して い る。例 えば，

ITの進展は情報 の デジ タ ル化 を もた らす とい う仮

説に基づ き ， 佐藤 （1998 ，
1999 ，2001 ，2002 ）

は，情報 関連支出をデ ジ タル 情報 に対す る支出 と

アナ ロ ゲ情報 に対する支出 とに分 けて集計 し，前

者か ら後者 へ 比重 が シ フ トしつ つ あ る こ とを明 ら

か に し て い る。ま た
， 東 （1999 ）は ，学習型 ・

交際型 ・マ ス メディ ア型 ・パ ー
ソナ ル メデ ィ ア型

の 4 つ に分類 し，そ の 特質を捉え よ うとして い る。

3，生 活情報化におけ る情報メデ ィ ア

3．1 情報メデ ィ ア の 分類

　本稿 は
， 生活情報化の進展度合 い を包括的 に定

量把握す る とともに
， 支出項目を メデ ィ ァ種別 ご

とに 区分 し，生活に お ける情報メ デ ィ ア へ の依存

度合 い を家計支出の 面か ら明 らかに しようとして
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い る 。 現実の 生 活にお い て は，利用者 はテ レ ビや

新聞や携帯電話を は じめ とす る様々 な メ デ ィ ア

（
．
媒体）を介 して 情報 と接 して お り， それ らの メ

デ ィ ア に対する依存度や 使用頻度は
，

1995 年以

降の 情報環境 の 進展に よ り変化 して い る と推測さ

れ るか らで あ る。

　 1990 年代半ばか ら生活分野で進展 して い る情

報化は，携帯電話やイン ターネ ッ トな どの ネ ッ ト

ワ
ー

ク技術に支 え られ て い る 。
こ の こ とか ら生活

情報化の 大きな動向の ひ とつ に
， ネ ッ トワ

ー
ク化

が ある と考え られ る 。 また，情報機器 の普及 は個

人 で ある 一般利用者 自身が 情報の 送受信や情報の

編集 ・加工 を行 う機会 を増や して い る。こ の 変化

は，情報活動 の パ ー
ソナ ル化 と捉える こ とが で き

る 。
こ の よ うなネ ッ トワ

ー
ク化 とパ ーソ ナ ル 化 と

い う 2 っ の 大 きな動向に着 目し，調査対象の メデ

ィ ア を オ ン ライ ン メ デ ィ ア ／オ フ ラ イ ン メ デ ィ

ア ， さ らに マ ス メディ ア／パ ー
ソナ ル メディ アか

ら成るマ トリクス を作 り，それ ぞれの メ ディ ア を

4 つ の カテ ゴ リ
ーに 区分す る cn） （図 1）。
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　　　　　 図 1　 情報メデ ィ アの区分

出典 ：佐藤佳弘 「情報関連支出か ら見た生活情報

　化の メ デ ィ ァ特性」
『生活学会報 Vo1．31　 NQ．1』

　 日本生活学会、pp．22−24．2004 年 10 月

で は
， 通信メデ ィ ァが こ の 区分を代表す る情報 メ

ディア で ある 。 また，マ ス とオ ン ライ ン で は放送

メディ アが ， 同様に マ ス とオ フ ライ ン で は印刷メ

ディ ア が ，そ れ ぞれ の 区分 を代表する メ デ ィ ア と

なる 。 また ，
パ ー

ソ ナ ル とオ フ ライ ン の 両方を包

含する区分に お い て は，輸送形態や伝達形態，記

録形 態，処理形態の 違 い か ら，さ らに郵便，手書

き，記録 　PC （情報機器）の 4 種の メディ ア に

分類す る 。 以 hの よ うに ， 生活におけ る情報メデ

ィ ア を合計で 7 つ に 分類 して分析 を行 う。

表 1　 情報支出項 目の 分類

lN。 区分 支 出項 目
． ．

電 話料 金，電報 料金，高速 通信使 用料，電話 賃貸

紮叙 二簾  構鯰詰荏繍儀再選詔
1 通 信 離  騰 黥 、騨飜撫辮 霊蘿 1

螻 灘 陣講離 離 葆搾姦撫訓
無線機

液晶テ レ ビ，ハ イ ビ ジ ョ ン テ レ ビ ，テ レ ビデ オ ，
NHK 放送普 通 受 信料，　 NHK 衛星 放送受信料 ，

2 放送
　 　 …

NHK カ ラ
ー

テ レ ビ 受 信 料，　 WOWOW 加 入 料 ，
W ⊂）WoW 視 聴料，　 CS 祖聴 料、パ ーフ ニ ク トTV ｝見1
聴 料，CATV 受 信料，有線 放 送受信 料

削 郵 便

　1

郵便切 予 ，現 金圭」筒 代，書 留料，小 包郵 便料，電

子 郵便 〔レ タ ソ ク ス ），ゆ うパ
ッ ク料 金 ，エ ア メ

ー
ル ，外画行 簡 易書 簡，官 製はが き，往復 は が き，
お午 至付 年賀 は が き

サイ ンペ ン ，マ ジ ッ クペ ン 、ボ ール ペ ン ，筆ペ ン ，
毛筆，シ ャ

ー
プベ ン シ ル ，色鉛筆，水彩絵の 具，

プス タ ーヵ ラ ー，パ ス テ ル ，ク レ パ ス ，ル ーズ リ

4 手 書
一

フ ノ
ー

ト，バ イ ン ダ
ー

ノ
ート，半紙，わ ら半 紙，

画用紙，方 眼紙，セ μ ハ ン 紙，ル
ーズ リ

ー
フ 替 用

紙 ，原 稿用 紙，レタ
ーベ ー

パ
ー，私 製は が き ，封

筒，折 り紙，千代 紙，の し紙，ポ チ袋，水 引，ア

ル バ ム ，手帳，日記帳

テ ープ レ コーダ
ー，カ セ ソ トラジ オ ，OD 付 ラジ カ

セ ，ヘ
ッ ドホ ン ス テ レ オ，ポ ラ ロ イ ドカ メ ラ，APS

カ メ ラ ，デ ジ タル カ メ ラ ，望遠 レ ン ズ ，広角 レ ン

ズ ，ア ナ ロ グ ビデオ カ メ ラ，8 ミ リビデオ カ メ ラ ，
デ ジ タル ビ デ オカ メ ラ，フ ィ ル ム ，使 い 捨 て カ メ

5 記 録 ラ，未 使用 カセ ッ トテ
ー

プ，未 使用 ビデ オテ
ー

プ，
収録 済み カ セ ッ トテ ーブ，収録 済み ビデオ テ ープ，
カ ラオ ケテ ープ，ミ コ厂 ジ ッ ク テ ープ ，レ コ ード

盤，CD，　 LD，パ ソ コ ン 用 eD ・R／RW ，ワ
ー

プ i7 用

CD −RIRW ，　 FD ，コ ン ポーネン トス テ レ オ ，ミ ニ

コ ン ポ ，VTR
パ ソ コ ン本 体 ，周 辺 機．器，ソ フ トウ エ ア ，パ ソ コ

ン 部 品，ワ
ー

ドプ ロ セ ッ ザ，ワ
ー

プ ロ 用 ソ フ ト，

1・ PC ワ
ー

プ ロ 周 辺 機器，ワ
ー

プ ロ 部 品，テ レ ビゲ
ー

ム

本体，ゲーム ソ フ ト，テ レ ビ ゲーム 部 晶 ，テ レ
．
ビ

ゲーム 付属 晶

日刊 1聞，英字新 聞，ス ’・一ツ 新 聞，週刊誌，月

刊誌，季刊 誌，古本 （定期 刊行 物 ），専門誌，NHK
テ キス ト，時刻表，住 宅 情報誌，テ レ ビ ガ イ ド，

7 印刷

1
通信 添削教 材、書 籍，古 本 （書 籍），各種 辞典，単

行本，文庫本，全集，まん が本，幼稚 園 の本 代，
プ ロ グ ヲム ，カ レ ン ダ

ー，学 生新 聞，宗教新 聞，
点字新 聞

出典 ：家計調査年報 （総務省）よ り

パ ー
ソ ナ ル とオ ン ライ ン の 両方を包含す る 区分
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　さ ら に それぞれ の 情報メ ディ ア をブレークダウ

ン す ると ， 通信メ デ ィ ア の 中に は携帯電話や通信

回線が属 して お り，郵便 メ ディ ア に は 封書や 葉書，

放送 メデ ィ ア に は ラジオや テ レ ビ
， 印刷メデ ィ ア

に は新聞や書籍な ど，それぞれの メディ ア に は情

報を媒介す る具体的なツ
ー

ルが属して い る。

3．2　対象とする情報支出項 目

　分析に使用 する家計 支出の データには ， 家計調

査 （総務省）に よる統計 を用 い る
C‘｝。家計調査

年報か ら 7 つ の 情報メディ ア の 区分 に基づ い て支

出項目を抽出 し
，

そ れ らを本稿 に お け る情報支出

項 目 と定め る （表 1）。

　 Windows95 の 発売，　 PHS の 発売，イ ン ターネ

ッ トブーム な どで 生活情報化が本格化した と推測

され る 1995 年か ら 2005 年 ま で の IO年間 に お い

て ， 家計支出項 目 の 中で ， 情報支 出の 変化 率が

0．55 で 最 も大き い t6 〕。こ の こ と は， 1995年か ら

の 10年聞にお い て ，情報化の 進展が家計に変動

をもた らして い る こ とを示 して い る （図 3 ）。情

報支出の 変化率は，高齢化が増加 させ て い る と予

測 され る保 険医療 費の 同時期の 変化 率 0．44 を

0．Ilポ イ ン ト上回 る 。 こ の 両者の 変化率の 差 は，

高齢化に よ る保険医療費の 増加 よ りも ， 情報化に

よ る情報支出の 増加 の 方が ，家計支出上 で の 変化

が 顕著で あ っ た こ とを示 して い る 。

4．家計消費支出か ら見た情報化

4，1　 消費支出における位置付 け

　本稿 で定め た情報支出項目に基づ く世帯の 情報

支出額は ，
2005 年時点で年間264 ，143円で ある。

こ の 金額は ， 支出額 257
，940円 の 光熱 ・水道 ， お

よ び 231
，
145円の住居 と同程度の水準で あ る

。 す

なわち，わが国の平均的世帯は，光熱 ・水道代や

住居費な ど と同程度の支出額 を情報メディ ア に対

して 費や して お り，そ の情報支出項 目の 支出金額

は教 育費や保険医療費を上 回 っ て い る （図 2 ）、

家計支 出上で情報は
， 光熱 ・水道代や住居 費と並

ん で 重 要な位置付けに ある 。

図 2　家計消費における情報支出 （2005 年）（5）

出典 ： 家計調 査年報の家計消費支出デ
ータにも と

　 づ き筆者作成

図 3　家計支出項 目の変化率 （1995年→ 2005年）

出典 ：家計調査年報の 家計消費支出デ
ー

タにも と

　 づ き筆者作成

4．2　情報メ デ ィ ア係数に よる 定量把握

　本稿で は ，生活情報化の 進展度合 い を家計の 側

面か ら把握するた め の 指標 として ，冢計消費支出

に 占め る情報支出の 割合を情報メデ ィ ァ 係数 と称

する。

　す なわ ち，情報メディ ア 係数は次の 式で 表す こ

とが で き る。

　　　　　　　　　 情報支出額
情報メディ ア係数 ；　　　　　　　　　　　　　　　 × 100［％】
　　　　　　　　 家計消費支出額

情報メ ディ ア係数は，食費にお けるエ ン ゲル係
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数 の 概念を生活情報化の計量 に応用 した も の で あ

る
。 家計消費支出に 占め る情報支出 の 割合は

， 家

計にお ける情報へ の依存度合 い を表 して い る （7）。

食費の 場合 と同様 に
， 家計消費に 占め る割合 の 変

化か ら情報へ の 依存の 変化 を知 る こ とが で きる

C8）。また ， 所得に よ る割合の 相違か ら，嗜好品的

性質や必 需品的性質な どの 特質 も明 らか に な る 。

4．3　家計にお ける情報へ の依存の推移

　
「
生 活の 情報化 」，もし くは 「家庭 の 情報化 」

とい う用語が
， 社会の 動向を反映す る各種白書の

中で 用 い られ 始め た の は ， 1990 年か らで あ る

（佐藤 ，
1999 ）。当時は

， ホ ーム オ ー トメー シ ョ

ン や ニ ュ
ー

メ デ ィ ァ ｛9）が生活情報化の 分野で 話

題 に なっ た もの の ， そ の 後 ， それ らの 多 くは生活

に普及 ・定着 しなか っ た。

　ホ ーム オ
ー

トメ
ー

シ ョ ン ，ニ ュ
ー

メディ ア とも

に実態 として 生活に お ける情報活動 を活発 に する

ほ どの 影響 を与 えなか っ た状況は ， 1990年以 降

も4．5程度の 水準で 推移す る情報 メ ディ ァ係数が

示 し て い る （図 4 ）。

　　　　図 4 　情報メデ ィ ア係数の 推移

出典 ：家計調査年報の家計消費支出デ
ータにも と

　 づ き筆者作成

　ホーム オー トメ ーシ ョ ン ，ニ ュ
ーメ デ ィ ア の 登

場 に も関わ らず ，
1990 年前後に お い て 緩や か な

減 少傾向で 推移 して い た情報 メ デ ィ ア 係数 は ，

1995 年か ら増加に転 じ，2005 年まで 増加傾向を

学術論文一情報支出か ら見 た生活情報化の メ ディ ア特性

継続 して い る （’D ）
。 1995年 の Windows95 の 発売，

PHS の 発売 ， イ ン タ
ー

ネ ッ トブーム を契機 と して
，

生活の情報化が急速 に進展 して い る こ とが，情報

メディ ア係数の 増加 に よっ て裏付ける こ とがで き

る。

　 Windows95 の発売 は世帯 へ の パ ソ コ ン 普及率

を押 し上げ，PHS の 発売は 携帯電話の爆発的な普

及 の き っ か け とな っ た 。 また ， イ ン タ
ー

ネ ッ トは

世帯の ネ ッ トワ
ーク加入 とア クセ ス 回線の ブ ロ

ー

ドバ ン ド化 を促進 して い る 。
こ の よ うな情報環境

の 進展が 生活に お ける情報利用 を活発化 させ
， 家

計上 の 陦報支出額 を増加 さ せ て い る の で あ る。情

報化の 動向 と情報メ デ ィ ア係数の 推移の 同期性か

ら，情報メデ ィ ア 係数 は，情報 に対す る家計支出

上の 依存度を表す とともに，生活情報化 の進展度

合い も投影 されて い ると考え られる。

　 1995 年に4．72で あ っ た情報メ デ ィ ア 係数は，

増加傾 向を維持 した まま推移 し，
10年後の 2005

年には 1．6倍の 7．32 となる （図 4）。 他方で変化率

に お い て 情報支出に次 ぐ変化 を示 し て い た保険医

療費に お い て も ， 高齢化を反映 して増加 し ， 家計

消費支出に 占め る割合が 1995年の 3．03か ら2005

年に は 1．4倍 の 4．37 とな っ て い る。わが 国が 高齢

社会か ら超高齢化社会 〔11 ）に移行 して い る こ とに

伴 い，保険医療費が増加 して い る の で ある。支出

額で も変化率で も情報化の 方が 上回 っ て お り， 家

計支出に お い て は超高齢化社会 の影響 よりも高度

情報化社会が も らた して い る影響 の 方が大 き い と

言え る。

4．4　支出額か ら見た メデ ィ ア特性

　情報支出をオ ン ライ ン メディ ア／オ フライ ン メ

デ ィ ア ，マ ス メ ディ ア／パ
ー

ソナル メ ディ ア の 4

区分の マ トリクス に よっ て分析する と，個人 （パ

ーソナル）がオ ン ライ ン で使用 す る情報メデ ィ ア

へ の 支 出額 は ， 1995 年 か らの 10 年 間で 年 間

70
，
904 円か ら 139

，
005 円 へ 96 ％ 増加 して お り，

他の 区分に お ける支出額 を大 き く上回 る （図 5 ）。

　 「
オ ン ライ ン

・個人 （パ ー
ソ ナ ル ）」 区分 に 属
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す る情報活動は
， 移動電話 （PHS ， 携帯電話）で

の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン
， 電子メ ール

， 電子掲示板 ，

プロ グ，音楽ダウ ン ロ
ー ド，画像 ・映像投稿な ど，

情報 ネ ッ トワ ークを利用 した個人の オ ン ライ ン で

の 情報活動で あ る。生活の 中に情報ネ ッ トワ
ー

ク

が普及する に つ れ ， オ ン ライ ン での個人の情報活

動が活発化 して い る こ とが ，情報支出の増加に よ

っ て裏付け られ る 。

　　　　　 図 5　 4 区分 へ の支出額

出典 ：家計調査年報の家計消費支出データに もと

　 づ き筆者作成

　 「オ ン ライ ン
・個人 （パ ーソ ナル ）」 区分の 支

出額 は
， 新聞 ・雑誌 ・書籍 などの 印刷メ デ ィ アで

構成され て い る 「オ フ ライン ・大衆 （マ ス ）」 区

分の 支 出額 と，
1995 年 にお い て は同程度で あ っ

た も の の ， 10年後の 2005年 に お い て は 「オ ン ラ

イ ン
・個人 （パ ー

ソナ ル ）」 区分の 支出額が 2．5倍

とな る 。

　家計支出は大衆 に 向けて 発信 され る印刷媒体 よ

りも， ネ ッ トワ
ー

ク上 で 個人 が送受信す る電子媒

体の方 に傾斜 して い る と言 え る。

　 1995 年か ら 10年間の 情報メ ディ ア 係数の 変化

に対す る寄与率 は，「オ ン ライン ・個人 （パ ー
ソ

ナ ル ）」 区分が 0．87と最 も高 く， そ の 次は
「
オ ン

ライ ン ・大衆 （マ ス ）」 の 0．12 で ある 。 すなわち，

「オ ン ライ ン
・個人 （パ

ー
ソナ ル ）」 区分 の 通信メ

デ ィ ア が ，
1995 年 か ら 10年間 の 生活情報化 を牽

引 して い るこ とが，家計支出および清報メ ディ ア

係数か ら裏付 ける こ とがで きる （図 6）。

図 6　 メデ ィ ア 区分別寄与率 （1995 年→ 2005年）

出典 ： 家計調査 年報の 家計消費支出デ
ー

タにも と

　 づき筆者作成

4．5　情報メデ ィ ア係数の 決定要因

　
「
オ ン ライ ン ・個 人 （パ

ー
ソ ナ ル ）」 区分に属

して い るメ ディ ア は
， 通信メ ディ アで ある （図 1）。

情報支出額の 1995年か ら2005年の 変化 に対す る

寄与率は，通信 メ デ ィ ア の 0．87が最 も高 く，放

送メ ディ ァ が 0．12 働
， PC （情報機器 ）メ ディ

ァが 0．05で ある （図 7 ）。メデ ィ ァ別 の寄与率は

生活の 中で利用 され る情報が ， 印刷メディ ア ， 手

書 きメ デ ィ ァ ，記録 メ デ ィ ア ，郵便 メ デ ィ ア の 4

種の メ ディ アか ら，通信メディ ア ， 放送メディ ア ，

PC （情報機器）メ デ ィ ア の 3種 の メデ ィ ア へ 移

行 しつ つ ある こ とを示 して い る。

図 7　 メデ ィ ア別寄与率 （1995年→ 2005 年）

出典 ：家計調査年報の 家計消費支出デ
ータにもと

　 づ き筆者作成

　世帯が通信 メ ディ ア に 支出 した金額は
，

2005

年にお い て年間 139，005円 とな る。そ して ，こ の
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情報 支 出か ら見 た生 活情報化の メデ ィ ア特性

通信メデ ィ ア の 主 た る支出項 H の 中で最 も多 くの

支出金額を 占め て い る項 目は
， 移動電話通信料の

77，044 円で あ り， 通信 メ デ ィ ァ に 対する 占有率

は 55．4 ％ で あ る 。 通信 メ デ ィ ア の 中で 移動電話

通信料の次 に支出金額を占めて い る固定電話通信

料の 44，062円 と合わせ る と占有率は87．1％ で あ

り，移動電話通信料 と固定電話通信料の 2 項 目が

情報 メディ ア の 支出額を支配 して い る （図 8 ）。

　　 図 8　通信メデ ィ アの支出 （2005 年）

出典 ：家計調査年報の 家計消費支出デ
ー

タ にも と

　 づ き筆者作成

　通信メデ ィ ア に お い て，固定電話通信料の 支出

額は ，2000 年 の 69，956円をピークに減少を続 け ，

2005 年には44，062円まで 低下 して い る。従 っ て ，

1995 年か ら10年間の 生活情報化 を牽引 して い る

の は
「
オ ン ライ ン ・個人 （パ

ー
ソ ナ ル ）」 区分の

通信メ ディ アで あ り，寄与率の 決定要因は移動電

話通信料で あ る 。

5．生活情報化の特質

5，1　 情報支出の 所得弾力性

　 5年単位の情報支出の 所得弾力性 q3〕は，1989

年か ら 5 年後の 1994年に 至る期間で0．34で あり，

1990年か ら 1995年に至る期間にお い て は0．75で

あ る e そ して ，そ の 後の 期間で は 1999 年 まで ，

増 加 を続け る 。 す な わ ち ，
1995 年ま で は

， 所 得

弾力性が強 く，世帯 に とっ て 情報支出の 性質が基

礎的支出で あっ た こ とを示 して い る （図 9）。

図 9　情報関連支出の所得弾力性 （1989年一2005年）

出典 ：家計調査年報の 家計消費支出デ
ータにもとづ き

　 筆者作成

　 1995 年時点の 生活に お い て は，通信 メ デ ィ ア

に 年間70，904 円，印刷 メ ディ ア に 55，855円，放

送 メデ ィ ァ に24，332円 を支出して い る （14 ）
。

こ の

3 つ の メ デ ィ ア で 情報 支 出合計 186 ，248 円 の

81．1％ を 占め る 。 す なわ ち，1995年ま で の 生活

に お い て ，多 くを占め て い た固定電話で の 通話 ，

新聞 ・書籍 の購読，テ レ ビ番組の視聴に よる情報

は，基礎的支出の 位置付け に あ り，こ れ らの 情報

は 必需品 の 性格が強か っ た の で ある 。

　基礎 的支出で あっ た情報攴出は ， 1995 年が 算

出範 囲 に 含 まれ る と所得弾 力性が 上昇 を始 め
，

1991 年か ら 1996年 に至 る期 間で は 2．09 とな り，

急激に 所得弾力性が 弱 くな る。1989 年か ら2005

年 まで の 5年 ご との 期間 にお い て は ， 1994年か

ら1999年 に至 る期間の所得弾力性が 18．96に達す

る 。
1999 年時点の 世帯は ， 通信メデ ィ ア に 年間

95，698 円 ， 印刷メ デ ィ ア に 56，317 円 ， 放送 メ デ

ィ ア に 27
，
321 円の 計 179

，
336 円を支出 して お り，

こ れ ら の 3 つ の 情報 メ デ ィ ア で 情報支 出合 計

224 ，901 円の 79．7％ を 占め る
（ls）。同時期の 寄与

率は，通信メ デ ィ ァ が 0．67，印刷メ デ ィ ア が 一

〇．03
， 放 送メ ディ アが 0．07 で あ る。すなわち ，

移動電話 （PHS，携帯電話）の 電話通信料が情報

支 出の 増加 を牽引 して い る こ とを示 して い る。

1995 年 か ら世帯収入 が 減少 して い る に も関わ ら

ず，移動電話の 電話通信料が増加を継続 して い る

とい う現象は ， 携帯電話の 急速な普及 を裏付 けて
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い る 。

　21世紀 に 入 っ て か ら情報支出の所得弾力性 は
，

次第 に 0 へ 向か っ て 収朿 しつ つ ある もの の，収入

の 減少に反 して 支出額 は増加 して お り，選択的支

出の性質を堅持した ま ま推移 して い る。

5．2　所得格差によ る特性

　 1995 年時点 の収入 階級別の情報メ ディ ア係数

は，食費に 関す るエ ン ゲル 係数 と同様 に，高所得

層ほ ど減少す る と い う基礎的支出の 特性を表 して

い る 。そ の 後の 2000 年お よび2005 年の 情報支 出

は ，情報化 の 進展に 伴 い
， 低所得層か ら中間層 の

世帯 で ，次第 に選択 的支 出の 傾 向 を強め て い る

圃 （図 10）。

　携帯電話や ブロ ー ドバ ン ドなどの 通信 イン フ ラ

の 導人 は，高所得層か ら対応が始 まり，生活に先

行 して 定着して い る。そ の こ とか ら情報支出は，

高所得層に お い て は
， すで に 基礎的支出の 位置付

けにある
一

方で ，低所得層の 世帯 にお い て は，依

然 と し て選択的支出の 位置づ け に あり，
生活 の 中

の 必需品 として 定着す るま で の 過渡期に ある こ と

が伺わ れ る。

図10 収入階級別の情報メディア係数 （1995年12000年 2005年）

出典：家計調査年報の家計消費支出データにもとづき筆者作成

5．3　年齢 によ る特性

　2005 年時点 の 年齢階級別 の 情報 メ デ ィ ア係数

は ， 若年層ほ ど生活が情報化に依存 して い る こ と

を示 して い る。40 歳代で の 情報支出額が他 の 年

齢層に 比べ て高 くなる もの の ，家計消費支出にお

け る位置付けは，年齢が高 くな る に連れ て低 くな

る と い う特徴が 明確で ある （図 lD
。

図 11　 年齢階級別の情報メデ ィ ア係数 （2005 年）

出典 1家計調査年報の家計消費支出デ
ータにも と

　 づ き筆者作成

　 2005年 に お ける29歳以下の 情報支出額 は，年

間318
，359円 で あ る 。 最 も金額が大 き い 情報支出

項 目は，移動電話通信料の 129，275円で あ り，情

報支 出額 の 40 ．6％ を 占め る 。 そ の 次 に 金額 が大

き い 支出項 目は 固定電話通信料の 28，834 円 で あ

り，移動電話通信料 と合わせ る と情報支出額 の

49 ．7％ を 占め る 。 若年層 にお い て は ，電話に よ

る リア ル タイム ・オ ン ライ ン で の コ ミ ュ ニ ケーシ

ョ ン が活発で ある ことを裏付けて い る 。

　若年層の 情報支出の 移動電話通信料へ の傾斜は

特徴 的で あ り， 他 の 年齢層で の 情報支出に 占める

移動電話通信料の 割合 を上 回 っ て い る。生 活が移

動電話に よる情報化 の 影響を最も受 けて お り，情

報に関わ る活動の 移動電話へ の 依存性が他の 中高

年齢層 よ りも高い 。メ ディ ア別の 家計消費 に 占め

る情報支出の割合につ い て ，年齢階級に よるばら

つ きを標準偏差か ら分析す ると，郵便メ ディ ア と

手書 きメ ディ ア の 標準偏差 が共 に 0．03で あ り比

較的 に小 さ い 反面，通信 メ デ ィ ア の 標 準偏差が

1．37 で あ り， 他 の 情報 メ ディ ア に 比 べ て 年齢階

級に よ る ば らつ きが大 き い （表 2 ）。

　 7 っ に 区分 した情報メ ディ ア の 中で も通信メ デ

ィ ア にお い て，年齢階級に よ る差が最も大 き く生

28

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association for Social Informatics

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assooiation 　for 　Sooial 　工nformatios

じ て い る。高齢者の 年齢階級で 情報支出額 を最 も

多く占め て い る情報メデ ィ ア の 区分 は，他の 年齢

階級と同様 に通信 メディ ァ で あ りなが ら， 最 も多

く支出 して い る項 目は固定電話通信料で ある。移

動電話 へ の依存性が 高 い 若年層 とは対照 的に，高

齢層の通信は固定電話を中心 として い る こ とが家

計 に表れて い る。

表 2　メ デ ィ ア別の年齢階級によるばらつ き （2005年）

年 齢階級　 通信 放 送　 郵便　　手書 　 記録　　Pe 　　印刷

・296011D8010Ol3072060

30・394880690 、13O ．16O ．700611

．37
．．
1．53

40・49475o ．75 〔〕 14O ．14055056148

50・591D6os8Dl40080 ．310 ．351 、34

60・692 ．841 ．1801 召 010 〔」270271 ．57

70・ 234110019Ol 昌 O．260 ．221 、90

標 箪 ｛扁羌．　　1　37　　　0　20　　　0．03　　　003 　　　0　22　　　　　　　　　　0．20。17⊥．

出典 ： 家計調査年報の家計消費支出デ
ー

タにも と

　　づ き筆者作成

6 ，まとめ

　家計消費支 出を 7 つ の 情報 メデ ィ ア に 区分 し，

生活の情報化を支出額の 側面か ら分析す る こ とを

試み た。家計消費支出に占め る情報支出の割合 い

として 定義 した情報メ デ ィ ア係数を用 い る こ と に

よ り， 情報化の進展度合 い の 経年変化 を定 量的 に

把握す る こ とが で きた 。 それ に よっ て
，

生 活情報

化が 1995年か ら次 の ような新た な局面 に 入 っ て

い る こ とが裏付 け られ た。

　 1995年以降の 生活情報化 は， 「
オ ン ライ ン

・個

人 （パ ー
ソナ ル ）」 に傾斜 して お り，携帯電話が

牽 引 し て い る 。 基礎 的支出で あっ た情報支出は
，

低所得者層か ら選択的支出に推移 して い る 。 若年

層ほ ど家計支出は情報化の 影響 を受 けて お り， 特

に 移動電話へ の依存度が 高 い
。 通信メデ ィ ア にお

い て 年齢階級別 の 依存度の ば らつ き が 最 も大 き

い 。

　本稿で は，二 人 以 hの 世帯の 家計消費支出を用

学術論文
一
情報支出か ら見 た生活情報化の メデ ィ ア特 性

い て ， 生 活情報化の進展度合 い とメ デ ィ ア 特性を

明らか に し た。同様 に 家計消費支出に よ る分析手

法 を用 い れ ば，単身世帯の 生 活情報化に つ い て も

メ デ ィ ア特性 を明 らか に する こ とが で きる 。 また，

こ の 分析手法は 家計支出を扱 っ て い るた め
， 交差

弾力性を用 い て情報 メデ ィ ア間で の 代替 ・補完 ・

独立 関係 を分析 す る こ とも可能で あろ う と考 え

る 。

　　　　　　　　　　 注

（注 1 ）
「
平成 15 年版情報 通信 白書 」 （総務省） は ，

　 1991年 か らの 10年 間 で ，各 メ デ ィ ァ か らの 発信情報

　量 は 8．7倍 に 増加 し，個人 の 消費悟報量 は 5．0倍 に増

　加 した と して い る。

（注 2 ） e −Japan 戦略で は，5年 以 内 に少 な くと も3000

　万世帯が高速イ ン タ
ー

ネ ッ ト網 に ，また 1000万世帯

　が 超高速 イ ン ターネ ッ ト網 に常時接続口∫能 な 環 境を

　整備する と した。その 成果 として，接続可能な環境

　は整備 さ れ た もの の，総務省の 統計 に よ る とe−Japan

　戦略 ス タートか ら 5 年後 の 2006 年 3 月時点 で 実際 に

　接続 して い る の は
， 高速イ ン ターネ ッ ト網 が 1783 万

　契約，超高速 イ ン ターネ ッ ト網 が 546万 契約 で あ る。

（注 3 ）総務省 が 毎年実施 し て い る 日本 の 情報流通 セ ン

　サ ス で は，伝達 メ デ ィ ア の 側面 か らパ ー
ソ ナ ル メ デ

　 ィ ア ，マ ス メ デ ィ ア に 2 分類 し，さ らに 流通形態 の

　側面か ら電気通信系 ・輸送系 ・空間系 に 3分類 して ，

　年間 の 情報流通量 を調査 して い る。

（注 4 ＞家計調査 は
， 統計法 の 規定 に よ る調査で あ り，

　調 査 世 帯数 は約 8000世帯で あ る。調査 項目は 5 年毎

　に 見直 さ れて お り，支出額 の 大 き さ に よ っ て 統廃合

　され る。従 っ て ，項 目名 に 含 ま れ て い な い 情報項 目

　 に つ い て は ，そ の 支出額が 他 の 項目に 比べ て 非常 に

　小 さ い と見なせ る。

（注 5 ）
「そ の 他 の 消費支出」 に 含 まれ る項目は 次 の 通

　 りで あ る 。 理美容サ ービ ス ，理美容用品，身の 回 り

　用品 （傘 か ぼ ん類な ど），た ば こ，こ づ か い
， 交際

　費， 仕送 り金 。

（注 6 ）本論文 の 執筆時点 に お い て
， 総務省 が 公表 して

　い る最新 の 調 査結果 は，2005 年 調 査 の データで あ る。
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学術論文
一
価値志向性が 情報 コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン に 与 え る効 果 の 実証 的研 究

　従 っ て ，本稿で の 分析 に は，2005年 まで の データ を

　用 い る。

（注 7 ）家計消費支出に 占め る 食費の 割合 い で あ るエ ン

　ゲル係数は ， 米 ・パ ン をは じ め とす る食品 ・食材が

　物価変動を受け る もの の ，家計 上 の 依存度 と して 有

　用 な材料 を提出 して い る 。 同様 に，情報メ デ ィ ア係

　数 に お い て も，情報支出項 目に 価格変動や 物価変動

　の 影 響 が あ る もの の ，家 計 上 の 情報 に 対 す る依存度

　 と して ，生 活情報化 を分析す る た め の 有用 な材料 を

　提出す る。

（注 8 ）情報流通量 に よる情報化 の 把握 とは 異な り，家

　計消費支出 を用 い た情報化の 把握に お い て は，使用

　料金や接続料金，通信料金，媒体自体 の 価格な どの

　変動 が 情報 メ デ ィ ア 係数 に 影響 を及 ぼ す可能性 が あ

　 る 。

（注 9 ） 1980 年代 に 話題 となっ た ニ ュ
ーメ デ ィ ァ に は，

　文字多重放送 ， 高品位 テ レ ビ，衛星 放 送，静 止 画放

　送，フ ァ ク シ ミ リ放送 ，音声多重放送，PCM 放送，

　AM ス テ レ オ放送，　 ISN ，キ ャ プ テ ン シ ス テ ム ，　 VRS，

　CAFrV，双方向TV ，フ ァ ク シ ミ リ新聞，テ レ ビ会議，

　デ ータ通信，ビデ オ デ ィ ス ク，コ ン パ ク トデ ィ ス ク

　な どが ある 。

（注 IO）情報 メ デ ィ ァ 係数 が 増加傾向 を継続 して い る

　 1995 年か ら2005 年まで の 期間 に お い て は，通信料金

　 は 逆 に低 「して い る。（社 ） 電 気 通 信 事 業 者 協会 の 資

　料、お よ び NTT 資料 に よ る と、東 ・西 NTT 加 入

　電話の 市内通話の 料金水準 は、2001 年 4 月まで 3分

　当た り10円 が 適用 されて お り，その 後，料金 水準 を

　下げて い る。1999年 7月か らテ レ ホ
ー

ダイ，タイム

　プラ ス な ど に よ っ て イ ン ターネ ッ ト通信サ ービ ス の

　料金値 ドを実施 して い る。また ，
パ ソ コ ン を は じめ

　 とす る情報機器，周 辺 機器の 価格は，消費者物価指

　数 を 抑 え る働 き を し て い る。こ れ らの 料 金 値下げや

　価 格低 トの 動 向 に も関 わ らず ，情報 メ デ ィ ア 係数 が

　増加 して い る現象 は ，生 活で の 情報 に 関 わ る 活動 が

　 よ り活 発 に な っ て い る こ とを 示 して い る。

（注 ll）総務省
「2005 年国勢調査」 に よる と65歳以上

　の 高齢者の 割合 は，2LO ％ と なっ て い る n 国際連合

　 の 定義 に より，わが 国 は 高齢社会 か ら超 高齢化社会

　 の 段階 に ある。

（注 12）放送 メ デ ィ ァ に お ける支出項目は，テ レ ビ受像

　機 や 放送受信料 ， 視聴料な ど で構成 され て い る e 放

　送事業者 に は 広告収入が あるた め，経営 を 視聴者 か

　ら の 収入 だ け に 依存 し た料金設定 が さ れ て い な い 。

　そ の た め CSIBS 視聴者 の 増加やCATV 加 入 者 の 増 加

　が あ る も の の ，家計消費に 占め る割合 は 急増 して お

　らず，放送 メ デ ィ ア の 寄与率 は 通信 メ デ ィ ア ほ ど高

　 くな ら な い 。

（注 13）所得が 1 ％増えた ときに，増 える文出額 の 変化

　率 を，支 出の 所得弾力性 とす る。必 霈品 は，所得 の

　増減 に 大 き く影響 さ れ る こ とな く，
．．．
淀 額 の 支出 が

　行 わ れ る。よ っ て ，必 需品の 特質を持っ た 支出項 目

　は，支出の所得弾力性が 1 よ り小 さ い 。贅沢品 （奢

　侈品）の特質を持 っ た支出項目は，支出の 所得弾力性

　が 1 よ り大 き い
。

（注 14） 1995年 に お け る支 出額 は 次 の 通 り。

　通信 70，904 円，印刷55，855H ，放送24，332 円，記録

　13，792 円， PCIO ，618円，郵便 5，672 円，手 書

　5，075円，合計 186，2481’

」。

（注 15）1999年 に お ける 支出額 は 次の 通 り。

通信 95，698円，印刷 56，317円，放送27，321円，記録

　15
，
416 円 ，

PC18
，
735 円 ， 郵便 6

，
165 円 ， 手書

　5，249円，合 計 224，901円。

（注 16）家計調 査年報 に よ り，2005 年 の 収 入 階級 は 次

　の よ うに 階級分 け され て い る。

収 入 階級 年 間 収 入 集計世 帯数

1 〜3，560，0GO 円 L636

H3 ，560，0DQ円〜4，86〔〕、DOO円 1，5二〇

皿 4，860，000 円
〜6390 ，000111 1，549

w 6，390、0〔10円〜8、7正D，DOO円 1，580

v 8，71qO 〔10円〜 1，5二7

出典 ：家計 調 査 年 報 （総 務 省） よ り
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